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フォークダンス　ロンド

2月26日、ひたちなか市文化会館小ホールに

おいて、「第21回芸能音楽祭」が31団体約500

人の参カロで開催された。躍動感あふれる踊り・プ

ロ並の演奏・響きある歌声など、各団体は日頃の

練習の成果を十分に発揮した舞台だった。次々に

扇藁五二二、・．

PoppyPopDanceTearn

芸能音楽祭に参加して

嫡流剣詩舞の芸　大鈴知子

毎週火曜日、楽しく稽古をしています。そん

な私たちにも緊張の一瞬があります。舞台を篭

む時です。「深呼吸をして／背筋を伸ばして／
さあ、舞台です」会場からの拍手は春風のよう

に心地良く、明日へのパワーを与えてくれまし

た。仲間が心を一つにして踊れたことは、思い

出に残る一日でした。ただ、感謝です。

姉妹都市の復興を願って

西中根六美会　海野害輝

東日本大震災からまもなく1年。共に被災し
た石巻市とひたちなか市は、姉妹都市であるこ

とから一日も早い復興を願って、西中根六美会

では宮城県民謡「斎太郎節」を選曲しました。
半年前より練習を重ね、12人が参力Dして斉唱

しました。会場の皆様から喝采をあび、退場
の折「石巻市とは姉妹都市でしたか／斎太郎節

は良かったです

ね」との言葉に、

元気をいただき
ました。

i l

舞台に立てた喜び

あおいの会　吉川真理子

私たちは、子どもたちの豊かな心と表現力を

養う活動をしているサークルです。初めての参

加で皆緊張しましたが、曲が流れると会場から

湧き上がった手拍子に心が温かくなりました。

人と人との深い絆と一つの目標に向かって皆で

頑張れることの素晴らしさを、子どもたちは体

感できたと思います。ありがとうございました。
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一中地区内3ヶ所の公園を対象に、空間放射線量率の測定を行いました。その結果、常時立ち入る芝生、歩道などでの値は、

茨城県環境放射線監視センターが公開しているひたちなか市のデーターと同程度であり、異常は認められませんでした。

i壷の逼十㌦－一中地区内公周の空間放射線

1測定日：平成24年2月9日（木）
2　天　　候：晴
3　測定場所：石川運動ひろば、長堀公園、中根上野公園
4　測定機種：市貸出測定器（TClOO）
5　測定方法：地面から50cm、1mで測定
6　測定結果：常時立ち入る芝生、砂場などの地面から50cmの空間

放射線量率の平均値は0．108～0．133マイクロシー
ベルト／時間、地面から1mの高さの平均値は0．101
～0．126マイクロシーベルト／時間でした。立木の下、

植込みでは局所的にやや高いところがありました。

吾公周における測定値　単位■マイクロシーベルト／時間（〃Sv／h）

公園名 �測定地 �測定埠魚層 �強面かう印室軒 �適感培 

石川運動ひろば �芝生 �5地点平均 �0．109 �0．111 
歩道 �3地点平均 �0．108 �0．104 

立木の下 �4地点平均 �0．．151 �0．155 

植込み �4地点平均 �0．277 �0．265 

長堀公園 �芝生 �5地点平均 �0．117 �0．112 

砂場 �5地点平均 �0．133 �0．124 

遊具 �4地点平均 �0．120 �0．115 

立木の下 �5地点平均 �0．166 �0．157 

植込み �5地点平均 �0．149 �0．145 

中根上野公園 �芝生 �5地点平均 �0．112 �0．109 

砂場 �5地点平均 �0．125 �0．126 

歩道 �5地点平均 �0．112 �0．113 

遊具 �4地点平均 �0．126 �0．123 

立木の下 �5地点平均 �0．201 �0．197 

植込み �5地点平均 �0．175 �0．171 

聖二喜一≡荒蕪

放射線と放射能
放射線、放射能を光にたとえると、放射線は光で、放射能は光を出す

能力といえます。放射能を持つ物質が放射性物質です。

懐中電灯

光
▲

放射線

転
で繁

華、放射線

盛、

光を出す
能力

†
光の強さを
表す単位

【カンデラ（cd）】

光を出す能力
▲

放射能

放射線を出す
能力（放射能）
†

放励こよ。てどれだけ影響が　　　故習欝を
あるのかを表す単位【シーベルト（Sv）】【ベクレル（Bq）】

1ミリシーベルト（mSv）＝1，000マイクロシーベルト（〃Sv）

私たちは自然界からも放射線をうけています

1年間にうける
自然放射線量
2．4ミリシーベルト

（世界平均）

（外部被ばく）　　　　　　（内部被ばく）

宇宙線から　　　　　・空気中のラドンなどの吸入から

大地放射線から　　　・食べた食物などから

除染はどのように行えばよいのでしょうか？
雨樋の真下、側溝、芝・草むら、立木、植栽の植え込みの土などで、
局所的に線量が高くなっている場合があります。その際、次のような
除染方法をとることが有効です。

（雨樋真下〉
雨樋から直接地面に流れ落ちてい
る場合、雨樋真下の土を除去し、
その後、覆土する。

（立木〉
根元の周辺の土をスコップなどで
約1cmの深さで除去する。

く側溝〉
堆積している土砂をシャベルなど
で除去する。

く芝・草むら〉
根に付いた土ごと除去する。

く植栽の植え込み〉
シャベルなどで約1cmの深さで

除去する。

0除去した土壌等の当面の処理方法
敷地内に穴を掘り、埋設（土をかぶせる）する。

詳細は、茨城県原子力安全対策課ホームページ参照

歴

ひ
ゃ
＜
い
る
　
や
ま

百
色
山

ひ
た
ち
な
か
市
の
勝
田
橋
手
前
か
ら
那
珂
川
下
流

方
面
に
進
み
、
三
反
田
上
瀬
地
区
の
川
岸
に
一
か
所

だ
け
、
小
さ
な
中
州
（
関
東
島
）
が
見
え
る
所
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
は
、
寛
永
年
問
（
二
八
」
八
〇
年
頃
）

に
水
戸
光
圏
公
が
約
百
種
類
の
樹
木
や
薬
草
を
植
え

た
こ
と
か
ら
、
百
色
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
百
色
山
は
か
な
り
広
い
面
積
を
有
し
、
四

季
折
々
に
花
が
咲
き
乱
れ
る
地
と
し
て
、
人
々
に
愛

さ
れ
た
景
勝
地
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
た
び
た

び
の
洪
水
に
よ
り
川
岸
が
削
り
取
ら
れ
、
そ
の
幅
が

半
分
以
下
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
現
在
、
川
岸
に
は

百
色
山
見
本
林
と
し
て
、
エ
ノ
キ
や
モ
チ
ノ
キ
の
巨

木
（
推
定
樹
齢
三
百
年
以
上
）
が
そ
び
え
、
那
珂
川

を
眺
め
る
事
が
出
来
る
、
ち
ょ
っ
と
し
た
憩
い
の
場

所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
に
入
り
、
水
戸
の
豪
商
田
代
目
、
木
村
伝
兵

衛
は
こ
の
「
百
色
山
」
　
の
荒
廃
を
嘆
き
、
光
囲
公
の

遺
志
を
継
い
で
、
水
戸
の
酒
門
村
に
あ
っ
た
木
村
家

伝
来
の
杉
林
を
拓
き
「
百
構
園
」
を
作
り
ま
し
た
。

今
で
は
水
戸
市
が
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は

完
全
な
植
物
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

百
色
山
か
ら
那
珂
川
を
挟
ん
で
、
水
戸
方
向
を
眺

め
た
夕
景
は
格
別
で
す
。
関
東
島
は
現
在
荒
れ
て
い

ま
す
が
、
春
に
は
桜
が
咲
き
、
な
か
な
か
き
れ
い

です。昨
年
の
三
月
十
一
日
の
震
災
で
川
岸
の
一
部
が
崩

れ
、
立
ち
入
り
禁
止
に
な
っ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
。

三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。
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◎私のたのしみ

軽彗満足できる「獅子頭」を

遜　作りた岩松好さん
獅子頭作りを楽しむ、金上にお住まいの大間松

好さん（66）にお話を伺いました。

物作りに関心があった大間さんは、定年を迎え
た時に獅子頭に興味のある友達と一緒に、石岡か

ら獅子頭作りで有名な田村先生を迎え「獅子頭彫

刻研究会」を8人で発足したそうです。

獅子頭作りは、①桐の木をあごや鼻・頭・耳な
どの形に削り、組み立てる②表面が平らになる

まで紙やすりで削る③和紙を張り滑らかにする

（彰黒い塗料を塗って磨く（納得いくまで数回）⑤

仕上げの赤い塗料を塗って磨く（同じ）⑥目やま

ゆ毛・ひげなどを描く⑦金箔や毛を付けて完成

と、大変手間がかかります。

大間さんは金上芸友会でもご活躍で、その他仕

事の合間に獅子頭を作るため、一体仕上げるのに

1年位かかるそうです。「一番大変なのは、金箔

貼りだよ。金箔は薄くて、少しでも風や境がある

としわができてしまうからね。そっと柔らかい布

で押さえながら貼るんだよ」「いい加減に作るの

は嫌いだから、てらてら光るまで、何回も塗料を

塗り直しては磨くんだよ」と、ご苦労についても

熱く語ってくれました。

手放す時には、一家の身体健護を見守る獅子と

して飾られる事を念じるそうです。「出来上がった

時が一番嬉しい。でもまだ、本当に良く出来たと

いう物はなくてね。目指すは一刀彫J」と、ます

鯉鯉鰍抑掛健
中根自治会

中根小学校で小正月（15日）の伝統行事「まゆ
玉つくり」が開かれました。「一中地区地域のふれ

あいを広める会」青少年部会の主催で中根小児重を

含む地域の子どもたちや保護者・お年寄り約160人
が参加して、今年の無病息災を願いました。（まゆ

玉つくりは昔から五穀豊穣や無病息災を願って小正

月に行われている）会場では子どもたちがもち米か

ら作った紅白の餅を手に取り、嬉しそうに桜の枝に

餅を付けていました。

杵と臼を使った昔ながらの餅つき体験も行われ、
きな粉餅がふるまわれました。

地域のわだい

趣施引綱摘匪噛殿
笹野自治会

毎週日曜日、午後4時から1時間位かけて

町内の防犯パトロールを実施しています。パト
ロール陣は自治会役員・班長・組長・防犯連絡

員38人で構成し、毎回3人1組交代で活動し
ています。

笹野町は昭和通りを挟んで南北に分かれてお

り、両地域の公共施設や道路脇に不審物はない

か、不審な人物はいないか、交通安全上で気に

なるようなところはないかなど眼を光らせてパ

トロールしています。

苛馳魁的矧勤で
勝倉地区

2月の筑波下ろしで冷え込んだ朝、勝倉小学校

西側階段下交差点で「おはようございます」と元

気な声が聞こえます。関勅さん・武石耕一さん
は子どもたちの安全を願い、登下校時通学路や街

頭で立哨やパトロールを続けています。開さんは
5年前自治会役員在任中、子どもたちの安全に関

心を持ち、地区内を知っている事・安全を理解す

る事が重要であると自主的に防犯活動を始めまし

た。3年前からは、武石さんも加わりました。ま

た、通学路沿いの見通しの悪い所は草刈りなどを

行い、子どもたちの安全を見守り声をかけ、慕わ
れています。ドライバーの皆さんも安全運転をお

願いします。

ふ
れ
あ
い
の
会
で

地
域
の
絆
を
深
め
よ
う

駅
前
南
自
治
会

根
本
　
忠

昨
年
は
、
誰
も
今
ま
で
に

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
巨
大

地
震
と
大
津
波
が
、
東
日
本

を
襲
い
ま
し
た
。
し
か
も
、

放
射
能
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ

た
歴
史
に
残
る
恐
ろ
し
い
年

で
し
た
。
特
に
、
大
津
波
と

放
射
能
に
よ
る
災
害
は
莫
大

な
人
命
と
家
屋
を
奪
い
、
復

旧
に
は
相
当
な
時
間
が
か
か

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

今
回
の
震
災
を
契
機
に
、
人

と
人
と
の
心
の
絆
と
助
け
合

い
の
重
要
さ
を
皆
が
強
く
感

じ
ま
し
た
。

今
ま
で
の
、
自
分
だ
け
点

け
れ
ば
よ
い
と
い
う
風
潮
が
、

改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
云
う

こ
と
で
す
。
テ
レ
ビ
な
ど

も
っ
ま
ら
な
い
番
組
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近

は
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
感
動

悲
話
な
ど
が
多
く
な
り
、
大

分
改
善
さ
れ
て
き
て
お
り

結
構
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

清
水
寺
住
職
に
よ
る
昨

年
の
漢
字
も
「
絆
」
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
地
域
の
絆

は
こ
れ
か
ら
も
本
当
に
大

切
で
す
。

〓
中
地
区
地
域
の
ふ
れ

あ
い
を
広
め
る
会
」
も
こ

の
絆
を
強
め
る
重
要
な
組

織
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

し
、
皆
で
こ
の
活
動
を
活

発
化
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。

石
巻
へ

中
根
自
治
会

佐
藤
　
伸
子

昨
年
末
、
遅
蒔
き
な
が
ら

石
巻
へ
伺
っ
た
。
日
和
山
か

ら
見
下
ろ
す
そ
こ
は
荒
涼
た

る
風
景
で
あ
っ
た
。
石
巻
市

民
病
院
と
、
生
徒
た
ち
を
失
っ

た
大
川
小
学
校
が
廃
嘘
と
化

し
、
そ
の
無
念
さ
を
物
語
っ

て
い
た
。
歴
史
の
中
で
繰
り
返
さ
れ

た
災
害
は
、
我
が
身
に
は
想

定
出
来
な
い
も
の
だ
。
「
災
害

は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
来

る
」
と
は
、
先
人
た
ち
が
後

世
に
語
り
伝
え
た
重
い
言
葉

だ
と
改
め
て
思
っ
た
。

夜
、
居
酒
屋
で
一
皿
を
分

け
合
う
∽
代
の
二
人
・
店
の

店
主
・
道
案
内
の
青
年
、
皆

息
せ
き
切
っ
た
様
に
津
波
の

四
年
日
を
迎
え
た

新
春
の
集
い

富
士
山
自
治
会

大
島
　
青
菜

一
月
八
日
に
富
士
山
自
治

会
で
は
、
「
新
春
の
集
い
」
と

銘
う
っ
て
富
士
山
公
園
で
餅

つ
き
を
行
い
ま
し
た
。

つ
い
た
。

あ
れ
や
・
こ
れ
や
・
‥
淵
様
二
日
の
前
で
の
別
れ
∴
そ

の
後
の
苦
難
の
話
が
と
め
ど

も
な
く
流
れ
た
。
や
っ
と
衣

食
住
が
落
ち
着
い
た
今
だ
か

ら
、
次
に
湧
き
上
が
っ
て
来

る
の
は
、
ず
っ
と
奥
に
辛
抱

し
て
い
た
心
の
重
荷
で
あ
り

叫
び
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

共
有
は
地
域
で
し
て
来
た
け

れ
ど
、
外
か
ら
の
元
気
な
工

ネ
ル
ギ
1
も
求
め
て
い
る
。

今
後
東
北
は
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
待
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。
元
気
な
者
が
元
気
を
届

け
る
素
敵
な
事
か
も
知
れ
な

い
と
、
考
え
な
が
ら
帰
途
に

今
年
で
四
回
日
を
迎
え
、

地
域
住
民
に
も
浸
透
し
て
き

て
、
1
0
時
頃
か
ら
三
々
五
々

集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
1
0
時

5
0
分
頃
か
ら
餅
を
つ
き
始
め
、

3
日
つ
き
ま
し
た
。
見
事
な

掛
け
合
い
で
美
味
し
い
餅
が

つ
き
あ
が
り
、
子
供
会
育
成

会
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
お
汁

粉
・
き
な
粉
餅
・
大
根
お
ろ

し
餅
・
納
豆
餅
な
ど
を
作
っ

て
配
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
餅

は
年
中
食
べ
ら
れ
ま
す
が
、

杵
つ
き
餅
は
格
別
で
す
。

あ
い
に
く
こ
の
日
は
消
防

出
初
め
式
と
重
な
り
、
私
は

式
に
参
加
。
「
地
域
に
戻
れ
ば

美
味
し
い
餅
が
待
っ
て
い
る
」

と
思
う
と
寒
さ
も
な
ん
の
そ

の
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
行
事
を
通
し

て
、
ふ
れ
あ
い
の
場
が
広
が
っ

て
元
気
に
い
き
い
き
と
過
ご

す
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
と
思
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今回は、青葉・石川地区を紹介します。ひたちなか総合病院が
新しくなり、マンションが増え、健康いきいきロードが整備されて、
街並みや景観が変化しています。車をパーキングに停めて、ちょっ

とおしゃれになった街を歩いてみると、新しい発見がありますよ。

主等l潜云饗宴

∃歩遇のペンチ【

“ユニE

MEGAドンキ

罠研乗石川第2公園

ひたちなか総合病院

塵垂敷誓許元日には大勢】

ご　　ヽ

、廓・、・tノわ散歩軋二

∃健康いきいきロードは広い歩道で、

ほ裏芸讐三三字書宣言ご‾ラ‾発電

季羽黒山・月山・湯殿山供養碑、
西三十三所供養確が建てられ

極々、高齢者ウラフの方々が、ゲート1

ピコ竺撃をしています8　1

出巨∃」（竺ノ訂■「∴∴宣

▼　フウ」

市文化会館
j　一

石川運動ひろば

ひろばには、1周700mのジ

ギングコースがあり、大勢
の人が歩いたり走ったりして
います。また、春は桜が咲き
見事です。

【香石】

急と＝二田

宗4公園は、「書と香りのドーム」やアスレチックベ
ンチ・遊具・遊歩道があります。春は桜がきれいです。
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こ　‾⊥‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　ゝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　ゞ

☆。☆

∵
公
ツ
億
病
安
い

W

2

レ

銅

、

に

て

蜜
攣

石乗

環
境
部
会

1
1
月
2
5
日
、
行
政
施
設
見

学
会
を
実
施
。
勝
田
環
境
グ

ル
ー
プ
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
や
、
天
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃

油
か
ら
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
を
精
製
す
る
設
備
な
ど

を
見
学
し
た
。
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
で
は
木
く
ず
を
燃
料

と
し
て
発
電
。
ま
た
、
公
民

館
や
市
役
所
に
集
め
ら
れ
た

食
用
廃
油
を
回
収
し
て
燃
料

に
精
製
し
、
コ
ミ
収
集
車
や

市
の
福
祉
パ
ス
に
有
効
利
用

さ
れ
て
い
る
。

覇

1

胃
■
■
．
■
‖
・

妄
広
一
層
■
五
m

体
育
部
会

1
2
月
1
7
日
、
松
戸
体
育
館

に
お
い
て
、
市
体
育
協
会
が

普
及
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

る
、
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
実
技
研
修
会
が
開
催
さ

れた。ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

は
、
一
フ
グ
ピ
ー
ポ
ー
ル
を
大

き
く
膨
ら
ま
せ
た
形
の
柔
ら

か
い
ポ
ー
ル
で
行
う
の
で
、

空
中
で
動
き
が
変
化
し
、
ハ

プ
ニ
ン
グ
が
起
こ
り
や
す

い
。
技
術
の
程
度
に
か
か
わ

ら
ず
楽
し
め
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
く
簡
単
に

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。

一

蔚
尉
肌
恥
「
転
蓼
紅
以

青
少
年
部
会

2
月
5
日
、
約
8
0
人
が
参

加
し
、
あ
だ
た
ら
高
原
ス
キ

ー
場
で
、
親
子
ふ
れ
あ
い
ス

キ
ー
を
実
施
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
吹
雪
舞
う

ゲ
レ
ン
デ
に
転
が
り
、
歓
声

を
上
げ
て
い
た
。
ま
た
、
ス

キ
ー
ス
ク
ー
ル
や
親
子
で
の

ス
キ
ー
を
一
日
楽
し
ん
だ
。

帰
途
の
パ
ス
の
中
で
は
「
楽

し
か
っ
た
」
「
ま
た
来
た
い
」

と
の
声
と
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て

いた。

地
域
部
委
員
会

放
射
線
と
健
康
影
響

1
月
2
7
日
、
1
中
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
各
自
治
会

長
な
ど
3
5
人
が
参
加
し
た
。

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機

構
の
職
員
に
よ
り
、
①
私
た

ち
は
、
年
間
2
．
4
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
の
自
然
放
射
線
を
受

け
て
い
る
こ
と
（
世
界
平
均
）

①
現
在
、
茨
城
県
内
は
普
段

の
生
活
を
送
っ
て
問
題
な
い

こ
と
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、

参
加
者
は
放
射
線
被
ば
く
へ

の
不
安
が
軽
減
さ
れ
た
も
よ

う
。
そ
れ
で
も
、
時
間
が
足

り
な
い
ほ
ど
の
質
問
が
相
次

ぎ
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が

え
た
。
続
い
て
、
自
然
放
射
線

を
実
際
に
測
定
す
る
　
「
放
射

線
測
定
体
験
」
も
行
わ
れ
た
。

体
育
部
会
が
3
月
に
ヘ
ル

ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
大
会
を

企
画
し
て
い
る
の
で
、
体
験

を
呼
び
か
け
、
こ
の
研
修
に

り
自
治
会
1
2
チ
ー
ム
と
体
育

部
会
員
約
9
0
人
が
参
加
し

た
。
公
式
ル
ー
ル
説
明
の

後
、
準
備
運
動
で
身
体
を
温

め
、
試
合
形
式
に
よ
る
実
技

体
領
研
修
を
行
っ
た
。

初
め
て
の
体
験
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
大
き
な
ボ
ー
ル
が

音
に
舞
う
と
「
ワ
ン
、
ツ
ー
、

ス
リ
ー
…
」
と
ポ
ー
ル
を
追

い
、
か
け
声
や
た
め
息
が
体

蔦
∵
と
∵

☆・い
、

☆☆★☆☆★★★攻☆☆★

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年

が
過
ぎ
、
道
路
や
建
物
の
修

理
は
か
な
り
進
ん
で
い
る
よ

う
で
す
が
、
福
島
原
発
の
放

射
能
も
れ
に
つ
い
て
は
、
呂

に
見
え
な
い
物
な
の
で
不
安

は
消
え
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
今
回
の
「
ふ
れ

あ
い
」
で
は
一
中
地
区
の
放

か
射
線
に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
か

育
館
内
を
飛
び
交
う
。
大
き
か
た
。
少
し
で
も
皆
様
の
お
役
1
≠

㍉
∴
」
∵
■
了
十
一
…

ふ、

き
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

嚢
　
援
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東
嶺
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本
　
字
　
☆


